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Abstract

We report on the experimental activities by using the 45 MeV electron linac at

Hokkaido University. In this year, we performed the test experiment to confirm

availability of time-of-flight experiment of fast neutron, which is related to the astro-

physically notable energy region, with liquid scintillation detector. This experiment

was supported by JSPS Asia-Africa Science Promotion Platform “Developments

of Academic Bases of Nuclear Data Researches in Asia (Representative: Kiyoshi

Kato)”
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本研究は、国際的核データベース活動のアジア地域におけるネットワーク拠点を形成し、アジア地域

の核データベース活動を一層発展させ、活発にする事を目的とした、日本学術振興会のアジア・アフ

リカ学術基盤形成事業 “アジア地域における原子核反応データ研究開発の学術基盤形成（代表者：加

藤幾芳）”の共同研究分担 (核データの実験的研究)として実施している。

目的は、韓国のKyungpook大学 (KNU)のKim研究グループと協力して、北海道大学工学部電子

線形加速器を用いて n+9Be反応の実験研究を行う事である。初年度であった平成 22年度は、国内の

研究者 (大阪大学の藤原守、甲南大学の秋宗秀俊)および韓国の研究者 (KNUのKim、M.W.Lee氏,

KAERIのYang氏)と意見交換を行い、実験を実施するに当たり必要な計測技術や測定装置の準備を

行った。2年目である本年度は、7月に測定器関係のテスト実験を北大工学部の電子線加速器を用い

て行った。テスト実験を行うに当たり、Kim、秋宗が北大を訪問した。また、10月には研究打ち合わ

せの為、Kimが北大を訪問した。11月には、牧永が韓国の実験グループと研究打ち合わせを行うた

めに韓国のKNU及びポハン加速器研究所 (PAL)を訪問した。

日本側での実験は、北海道大学工学研究科の瞬間強力パルス状放射線発生装置を用いて行った。本

装置は、最大加速エネルギー 45 MeVの電子直線加速器であり、電子線実験はもとより、2次ビーム

としてのX線や中性子線利用が活発に行われている [1-4]。今回は、北大 LINACで電子線 (電子エネ

ルギー 24 MeV、パルス幅 0.2 µs、パルス繰り返し周波数 50 pps)を鉛ブロックへ照射する事で起こ

る Pb-0(γ,n)反応により発生するパルス状の光中性子を中性子線源として使用した。測定は、飛行距

離時間法 (TOF)を用いて行った [5,6]。中性子検出器としては、外直径約 25 cm、外長約 15 cmの容

器に納められた液体シンチレーションヘッドに浜松ホト二クス製の光電子増倍管を装着し利用した。

回路系はNIM回路とCAMAC回路を用いた。ガンマ線検出器として、直径 3インチのNaI(Tl)検出

器を用いた。今後、本データの解析を行うと共に本実験へ向けた更なる改良に取り組む予定である。
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図 1: 北海道大学瞬間強力パルス状放射線発生装置施設
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